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「東日本大震災に関する学術調査・研究活動に関するアンケート」への 

ご協力(回答および関係者への転送)のお願い 

 

2016年 5月 16日 

 

日本学術会議事務局 

東日本大震災に係る学術調査検討委員会 

委員長 岩澤 康裕 

 

 

 この度の「平成 28年熊本地震」で犠牲となられた方々に謹んで哀悼の意を表しますとと

もに、被災者の皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

 

さて、日本学術会議の課題別委員会である「東日本大震災に係る学術調査検討委員会」で

は、ミッションの趣旨に基づき 1年間の検討を重ね、「東日本大震災に関する学術調査・研

究活動に関するアンケート」を実施することといたしました。 

 

このアンケートは、2011年 3月 11日に発生した東日本大震災および東京電力福島第一原

子力発電所事故に関して全国の研究者・研究グループが行った学術調査・研究活動の全体像

を把握するとともに、大災害に関する学術調査・研究活動のあり方や、政府・自治体等が取

るべき対策、日本学術会議や学協会・研究者の連携のあり方等についての示唆・教訓を得る

ことを目的としています。 

 

このアンケートは、日本学術会議の会員・連携会員であるかどうかを問わず広く東日本大

震災に関する学術調査・研究活動を行った研究者・研究グループを対象とするものです。会

員・連携会員の皆さま、さらにこのアンケートを受け取った全国の研究者の皆さまには、調

査の趣旨をご理解いただき、以下の要領にてぜひご協力をお願い申し上げます。 

 

《日本学術会議の会員・連携会員の皆さまへのお願い》 

 日本学術会議は全国の研究者・研究グループに関する情報を保有していないため、このご

依頼文書は、当面、日本学術会議の会員・連携会員の皆さまにお送りします。会員・連携会

員の皆さまには、ご自身が東日本大震災に関する学術調査・研究活動を行っておられる場合

は後掲の回答方法に従いこのアンケートにご回答をお願いするともに、会員・連携会員以外

で東日本大震災に関する学術調査・研究活動を行っておられる研究者・研究グループにお心

当たりがある場合は、適宜この依頼文書をそれらの方にご転送いただき、このアンケートへ

のご協力をお誘いくださいますようお願い申し上げます。 

 

《このアンケートを受け取った全国の研究者の皆さまへのお願い》 

 このアンケートは、日本学術会議の会員・連携会員であるかどうかを問わず、東日本大震

災に関する学術調査・研究活動を実際に行った全国の研究者・研究グループの皆さまにご協

力をお願いするものです。アンケートの回答画面（後掲）は日本学術会議の会員・連携会員

以外の皆さまにもアクセス可能となっていますので、東日本大震災に関する学術調査・研究

活動を行っておられる研究者・研究グループの皆さまには、ぜひご協力をお願い申し上げま

す。 
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【アンケートの実施方法】 

 

１．回答方法 

このアンケートはウェッブ上で回答をお願いする形で実施します。東日本大震災に関し

て何らかの学術調査・研究活動を行った研究者・研究グループの皆さま（日本学術会議の会

員・連携会員であるかどうかは問いません）は、下記 URLにアクセスし、回答をお願い申し

上げます。 

 

 

アンケート回答画面の URL： 

 http://www.numa.iis.u-tokyo.ac.jp/taka/tyousa2/top.php 

 

 

２．回答期限  2016 年 6月 16日（木）午後 5時 

 

３．本アンケートに関するお問い合わせ 

 

 以下の問い合わせフォームによりお問い合わせください。 
 https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0065.html 
 

 

以上 
 


